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令和 3年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 電気基礎 単位数 ２単位 年次 
３年 

(電子制御専科) 

使用教科書 電気基礎２ （実教出版） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気に関する基礎的な知識と技術を習得するなかで、測定器の扱いや測定結果を読み取ること

を学び、そしてその学習を電気実習でさらに理解できるように授業で展開されます。技術者をめ

ざすために、確実に身に付けるべき学習内容です。意欲的に授業に取り組みましょう。 

授業中だけでなく家庭や放課後等に自主的に取り組んだ学習や資格取得等の発展的に取り組

み、積極的にいろいろ挑戦し学習履歴に残しましょう。 

 

2 学習の到達目標 

２学年で学んだ「電気基礎」の内容を基に電気に関する応用知識と高度な技術を習得する。 

また、それらの知識と技術を実際に資格取得に活用する能力と態度を育てる。 

電気に関する基礎的な知識と技術を習得するなかで、電気への関心や学ぶ意欲をもち、自ら調べ

て学ぶ習慣を身に付ける。また、「知識・理解」の到達度の目安として、「第一種電気工事士 筆

記試験」の合格レベルをめざす。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・電気に関する最も大

切で基礎的な電気基

礎について関心をも

っている。 

・電気基礎に関して活

用能力の向上に意欲

的に取り組んでいる。 

・主体的に取り組む態

度を身に付けている。 

・電気基礎に関する諸

課題の解決を目指し

て自ら思考を深め、活

用法を適切に判断で

きる。 

・技術者として創意工

夫する能力や表現す

る能力を身に付けて

いる。 

・電気基礎に関する

基礎的な技術を身に

付けている。 

・諸課題の解決手段

として、合理的な計

画を立てることがで

きる。また、その技

術を適切に活用して

いる。 

 

・電気基礎に関する

基礎的な知識を確実

に身に付けている。 

・現代社会における

電気の必要性と進展

と意義や役割を理解

している。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察。 

・学習履歴、ノート､

プリント､課題作品等

の内容と提出状況。 

・発展学習への取組 

・自己評価および総合

評価等。 

・定期考査 

・小テスト 

・学習状況の観察。 

・ノート､プリント､課

題作品等の内容と提出

状況。 

・自己評価および総合

評価等。 

・学習状況の観察。 

・課題作品等の内容と

提出状況。 

・発展課題への取組 

・自己評価および総

合評価等。 

・定期考査 

・小テスト 

・学習状況の観察。 

・学習履歴、ノート､

プリント､課題作品等

の内容と提出状況。 

・自己評価および総

合評価等。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

７
章 

電
気
計
測 

１．測定量の取り扱い 

    

 

２．電気計測の基礎 

    

 

 

 

３．基礎量の測定 

    

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ: 測定量の単位そその基準とな

る標準器、測定値に含まれる絶

対誤差と誤差率などに関心をも

ち、意欲的に学習に取り組んで

いる。 

ｂ: 真の測定値について考察し表

現できる。 

 ：電気計器の内部抵抗が測定に

影響を与えることを考察し表現

できる。 

ｃ: 計器の正しい取り扱いがで

き、指針を読み取り、測定量の

処理ができる。 

ｄ：有効数字の意味を理解し、測

定にともなう誤差、感度、測定

値の取り扱いを正しく理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

考査結果 

授業態度 

提出物 

出席状況 

 

後
期 

８
章 

各
種
の
波
形 

 

１．非正弦波交流 

    

 

 

 

２．過渡現象 

    

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

ａ:非正弦波交流の実効値、ひずみ

率などや消費電力などに関心を

もち、意欲的に学習に取り組んで

いる。 

ｂ:非正弦波交流は、多数の正弦波

の重ね合わせであることを考察

し表現できる。 

ｃ:基本波と高調波を合成して非

正弦波交流を描くことができ

る。 

：ＲＣ・ＲＬ直列回路の直流過

渡現象で過渡期間の電圧・電流、

時定数などを求めることができ

る。 

ｄ: 非正弦波交流の電圧、電流、

電力について理解し、実効値やひ

ずみ率などの関係を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

考査結果 

授業態度 

提出物 

出席状況 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


